
４月７日

ツバメ

４月12日

コムクドリ
４月14日

ノビタキ

５月27日

コアジサシ

６月２日

クロハラアジサシ

４月26日
オオヨシキリ(写真)

ヨシにとまって
「ギョギョシ、ギョギョシ」と

潟一番のしゃべちょこき
（おしゃべりな奴）です

2011年７月

◆佐潟水鳥・湿地センター 来館者100万人達成！
平成23年5月8日(日)、佐潟水鳥・湿地センターの来館者数が

100万人を達成しました。1998年5月より毎年7～8万人の方に
お越しいただいており、13周年を迎える今年5月、来館者数が
100万人に到達しました。

記念すべき100万人目は、新潟市中央区関屋昭和町からお越しい
ただいたご夫婦（神保昌幸さん、雪恵さん）で、お2人には花束や
記念品が贈呈されました。

「10年ぐらい前から、季節ごとによく訪れています。景色がす
ばらしく、外を歩くのが好きです。湿地センター内の展示コーナー
も楽しみにしています」と神保昌幸さん。「これからも訪れたい」
と笑顔で語ってくれました。

◆佐潟のいきもの・春から初夏

■春の鳥 初認情報 ■虫たちが動き始めました
セスジイトトンボは体長2.5～3.5cmほどで、
佐潟では例年５月頃からよく見られます。雄
は水色、雌は黄緑色をしています。
今年はいつもよりも数が多いようで、草むら
から駐車場の植え込みまで、いたるところで
飛び交っています。時には
センターの中に迷い込む者も。
もうすぐ夏本番、虫たちの
季節に注目です。

■今年の夏も「ヒシがヒシめく」?
佐潟の夏の風物詩といえばハスの花ですが、
昨年に引き続き、今年もハスの代わりにヒシ
が潟の水面を覆うのではないか、という予感
です。7月上旬現在、下潟の水面に広がるハ
スの葉はごく一部。2010年の夏は一面にヒシ

の葉が広がりました。今年はどんな風景が見
られるのか、観察していきたいと思います。

7月6日現在の佐潟の様子

ハス

ヒシ

５月19日

カッコウ

３月10日

ヒバリ
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佐潟についての情報、質問等ありましたら、お気軽にご連絡ください。

3～10月の毎月第2・4土曜日
9：30～11：00 参加無料
お申し込みは不要です。
直接、
佐潟水鳥・湿地センターに
お越しください。
風雨の場合など、
館内観察となる場合が
あります。

お知らせ

【佐潟自然散歩】

◆潟の恵みで満足、満腹♪

◆佐潟の魅力、五感で満喫！

佐潟の魅力を満載した、自然体験ツアーを開催しました。
自然散歩では、盛んにさえずるオオヨシキリや空色のイトトンボなど、
様々な生きものに遭遇、潟舟体験では水面から佐潟の広さ、風の気持ち
よさを感じました。

散策の後は、採れたて赤塚野菜を佐潟の野草のディップで試食。「とっても甘い」
「新鮮だね」と大好評でした。今回の結果を参考に、佐潟の魅力、赤塚の魅力を活か
した楽しみ方を提案していければと思っています。

2011年6月5日(日) 佐潟めぐる恵みツアー

■主催：佐潟水鳥・湿地センター
■協力：佐潟村、新潟大学ダブルホームEホーム

◆佐潟の桜で「ほっ 」

新潟で避難生活を送る方々に佐潟とお花見で和んでもらおうと
「佐潟桜は～とツアー」が、コミュニティ佐潟とメイワサンピア
の主催で開催されました。2日間で約40名の避難者の方が佐潟を
訪れ、佐潟の風景と桜を楽しまれました。
散策とお花見の後は、メイワサンピアの大きなお風呂で体も
「ほっ」。佐潟で心身ともに癒されるひとときとなったのでは
ないでしょうか。

2011年4月17日(日)・18日(月) 佐潟桜は～とツアー

佐潟の植物などを使ったものづくりと、潟の野草や赤塚の野菜を使った
「佐潟定食」を組み合わせた、「潟の恵み会」が
開催されています。この会を主催するのは地域の
お母さんたちのグループ「佐潟村」。参加者からは
「佐潟の魅力を再発見できた」と大好評とのこと。
今後も月１回程度の開催を予定しているそうです。

佐潟村「潟の恵み会」開催されています

◆たこ、たこ、あがれ！ 2011年５月15日(日) 凧つくり凧あげ大会

竹ひごと糸を取り付けた凧に、それぞれ好きな絵を描いて、
自分だけの凧が完成。
色とりどりの凧が佐潟の空に舞いあがりました。
連凧やおもしろ凧、力をあわせて大凧をあげることも出来ました。
子どもたちが楽しそうに元気に走り回っていたのが印象的でした。

■主催：佐潟水鳥・湿地センター、佐潟と歩む赤塚の会
■講師：しろね大凧と歴史の館 凧名人の皆さん


